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者
が
健
康
な
う
ち
に
入
居
し
、
必

要
に
応
じ
て
介
護
や
医
療
を
受
け

ら
れ
る
と
い
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
つ

い
て
、
見
解
を
。
❹
認
知
症
カ
フ

ェ
に
つ
い
て
、
望
ま
し
い
品
川
区

ス
タ
イ
ル
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

❺
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
を
今

後
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
福
祉
部
長　

❶
現
在
の
事
業
内

容
を
検
証
し
、
更
に
効
果
的
な
事

業
に
組
み
か
え
る
必
要
が
あ
る
。

❷
今
年
度
は
新
た
に
２
地
区
に
開

設
し
た
。
今
後
は
地
域
バ
ラ
ン
ス

や
地
域
特
性
に
応
じ
て
、
順
次
開

設
し
て
い
く
。
❸
研
究
課
題
と
す

る
。
❹
❺
今
後
は
、
区
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
事
務
局
を
設
置
し
、
事

務
局
を
拠
点
に
日
常
生
活
圏
域
ご

と
に
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

　

❶
思
い
や
り
、
協
調
性
、
や
り

抜
く
力
な
ど
の
非
認
知
ス
キ
ル
に

つ
い
て
ア
数
値
に
示
せ
な
い
教
育

課
程
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。
イ

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

施
策
は
。
❷
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
シ

テ
ィ
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
パ
ー
ク
に

代
表
さ
れ
る
体
験
学
習
の
今
後
の

あ
り
方
は
。
❸
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
に
つ
い
て
、
見
解
を
。

　
教
育
長　

❶
ア
全
国
学
力
・
学

習
評
価
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て

意
識
や
行
動
様
式
で
評
価
し
、
そ

の
結
果
を
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

イ
市
民
科
推
進
教
師
が
研
修
で
得

た
知
識
等
を
各
学
校
の
教
員
に
伝

達
し
、
全
教
員
の
指
導
力
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
❷
日
常
生
活
と
の

関
連
性
を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、

体
験
学
習
と
し
て
の
質
を
高
め
て

い
く
。
❸
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

　

❶
大
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
区
の
抱
負
等
は
。
❷
競

技
開
催
区
と
し
て
、
区
民
の
認
知

度
等
の
目
標
は
。
❸
小
中
学
校
に

お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
取
り
組
み
は
。

❹
国
際
大
会
等
の
誘
致
に
つ
い
て
、

見
解
は
。
❺
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致

の
進
捗
状
況
は
。
❻
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
や
障
害
者
の
ア
ス
リ
ー
ト
支
援

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。
❼
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
観
戦
ツ
ア
ー
を

拡
充
し
、
よ
り
多
く
の
区
民
に
提

供
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

❽
語
学
力
向
上
に
つ
い
て
、
小
中

学
校
で
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
町

会
が
主
催
す
る
英
会
話
教
室
等
へ

の
積
極
的
な
支
援
を
。
❾
観
光
案

内
機
能
の
充
実
を
。
10
無
料
Ｗ
ｉ

 -

Ｆ
ｉ
利
用
環
境
の
向
上
を
。
11

品
川
区
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

❶

様
々
な
観
点
か
ら
大
会
後
の
区
の

あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
。
❷
認
知
度
を
限

り
な
く
100
％
に
近
づ
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
区
民
参
加
型
の
機
運

醸
成
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
❸

体
験
活
動
を
重
視
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
。
❹
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
公
式
戦
を

誘
致
す
る
な
ど
具
体
的
に
検
討
を

進
め
て
い
る
。
❺
区
内
に
大
使
館

の
あ
る
国
等
を
中
心
に
誘
致
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。
❻
引
き
続
き

支
援
を
し
て
い
く
。
❼
対
象
を
工

夫
し
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

❽
対
象
の
拡
大
等
を
検
討
す
る
。

❾
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多

言
語
化
の
実
施
等
に
よ
り
、
情
報

発
信
の
拡
充
に
努
め
る
。
10
主
要

駅
周
辺
へ
の
整
備
や
民
間
施
設
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス

環
境
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
11
区

の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

水
辺
の
活
用
に
つ
い
て

　

❶
国
や
都
の
舟
運
計
画
も
動
き

だ
し
て
い
る
が
ア
天
王
洲
等
の
桟

橋
を
舟
運
の
拠
点
と
し
て
は
。
イ

桟
橋
活
用
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
を
。
❷
カ
ヌ
ー
体
験
を
通
じ
た

環
境
学
習
を
、
全
区
的
な
学
習
と

し
て
検
討
し
て
は
。

　
区
長　

❶
ア
区
内
の
幾
つ
か
の

桟
橋
を
舟
運
の
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
イ
事

業
と
個
人
利
用
が
共
存
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

❷
水
辺
に
触
れ
る
学
習
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
に
つ
い
て

　

❶
人
口
動
向
を
踏
ま
え
、
健
康

維
持
や
介
護
予
防
事
業
の
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
。
❷
支
え
愛
・
ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
評
価
と
来
年

度
以
降
の
展
開
予
定
は
。
❸
高
齢

　

❶
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化

等
は
、
地
方
税
制
を
ゆ
が
め
る
こ

と
に
な
る
が
ア
地
方
自
治
の
本
筋

論
と
い
う
観
点
か
ら
、
区
の
見
解

を
。
イ
都
や
大
阪
府
な
ど
、
影
響

が
あ
る
自
治
体
と
の
連
携
は
。
ウ

減
収
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
区
長　

❶
ア
イ
自
ら
の
権
限
と

財
源
に
基
づ
き
行
財
政
運
営
を
行

う
地
方
自
治
の
実
現
を
阻
む
も
の

で
あ
り
、
交
付
税
の
不
交
付
都
市

と
連
携
し
、
国
に
対
し
強
く
主
張

し
て
い
く
。
ウ
基
金
を
活
用
す
る

な
ど
、
今
ま
で
同
様
に
対
応
す
る
。

社
会
福
祉
に
つ
い
て

　

❶
平
成
28
年
４
月
か
ら
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
る
が
ア

区
の
体
制
は
。
イ
事
業
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。
❷

品
川
児
童
学
園
改
築
後
の
運
営
事

業
者
に
、
現
行
の
社
会
福
祉
法
人

は
実
績
が
あ
り
な
が
ら
も
選
定
さ

れ
な
か
っ
た
。
何
が
足
り
な
か
っ

た
の
か
。
❸
区
が
設
立
に
深
く
か

か
わ
っ
た
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い

て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

　
福
祉
部
長　

❶
ア
推
進
本
部
を

設
置
し
、
相
談
機
能
の
強
化
等
を

図
る
。
イ
障
害
者
の
地
域
自
立
支

援
協
議
会
を
予
定
し
て
い
る
。
❷

障
害
者
福
祉
の
専
門
性
の
高
い
新

た
な
法
人
を
招
く
こ
と
で
、
区
の

障
害
者
福
祉
が
よ
り
前
進
す
る
と

考
え
た
。
❸
ど
の
法
人
も
人
材
確

保
等
に
奔
走
し
て
お
り
、
区
と
し

て
も
人
材
育
成
の
場
と
し
て
福
祉

カ
レ
ッ
ジ
を
提
供
し
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

　

❶
発
達
障
害
児
に
つ
い
て
ア
ど

の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。
イ
課

題
解
決
へ
の
方
策
は
。
❷
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
モ

デ
ル
事
業
で
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
幼
稚
園
を
巡
回
し
て
い
る
が
、

成
果
は
。
❸
特
別
支
援
教
室
は
28

年
４
月
か
ら
全
校
で
ス
タ
ー
ト
す

る
が
ア
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ

る
児
童
等
へ
の
対
応
は
。
イ
学
校

と
福
祉
の
連
携
は
。
ウ
就
学
相
談

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
エ
各
校

の
準
備
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

❹
小
中
一
貫
校
６
校
が
区
立
義
務

教
育
学
校
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が

ア
何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。
イ
地

域
な
ど
へ
の
説
明
は
。
❺
品
川
版

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
、
導
入
の
目
的
等
は
。
❻
テ

ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
体
力
向
上

を
図
る
の
か
。
❼
新
た
な
冒
険
広

場
の
設
置
を
。
❽
選
挙
の
出
前
授

業
等
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に
任
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を
。

　
教
育
次
長　

❶
ア
学
校
等
の
集

団
の
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
難
し
さ
か
ら
気
づ
き
、
相
談

に
つ
な
げ
て
い
く
。
イ
早
期
発
見
・

早
期
療
育
を
行
う
こ
と
で
社
会
へ

の
適
応
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
子
ど
も
の
育
成
に

か
か
わ
る
全
て
の
機
関
が
発
達
障

害
を
理
解
し
気
づ
く
こ
と
が
大
切

だ
。
❷
課
題
の
あ
る
園
児
の
支
援

策
を
提
案
し
、
保
護
者
へ
療
育
施

設
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
園
児
は
集

団
活
動
に
参
加
で
き
る
等
の
成
果

が
見
ら
れ
た
。
❸
ア
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に

各
児
童
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
イ
療
育
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
特
別
支
援
教

育
係
が
参
加
し
、
学
校
へ
必
要
な

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
ウ
医
師

等
の
就
学
相
談
委
員
が
保
護
者
面

談
等
を
実
施
し
て
い
る
。
エ
各
校

の
教
室
の
設
置
場
所
は
決
定
し
て

い
る
が
、
教
員
の
配
置
は
検
討
中

だ
。
❹
ア
校
名
が
変
更
に
な
る
点

以
外
は
大
き
な
変
更
は
な
く
、
児

童
・
生
徒
へ
の
影
響
も
な
い
と
考

え
て
い
る
。
イ
校
種
変
更
を
検
討

中
と
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し
た
が

反
対
意
見
は
届
い
て
い
な
い
。
❺

地
域
住
民
等
が
学
校
運
営
に
参
画

す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
教
育
を

実
現
す
る
こ
と
だ
。
❻
運
動
意
欲

や
技
能
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

❼
し
な
が
わ
区
民
公
園
の
再
整
備

の
中
で
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

❽

今
後
の
活
動
実
績
や
効
果
を
見
極

め
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

女
性
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

　

❶
女
性
の
就
労
支
援
策
の
取
り

組
み
の
充
実
等
が
必
要
で
は
。
❷

女
性
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う

に
区
内
中
小
企
業
に
つ
な
ぐ
の
か
。

　
地
域
振
興
部
長　

❶
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
内
に
女
性
向
け
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
利
用
者
の
適
性
に

応
じ
た
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
る
。
❷
就
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
た
。

渡辺　裕一　議員（自・未）

２０２０年オリンピック・
パラリンピック東京大会に
向けた品川区の取り組みに
ついて

地
方
税
制
改
正
に
つ
い
て

高
橋
し
ん
じ
　
議
員

（
無
所
属
）

朝鮮民主主義人民共和国
　国防委員会第一委員長
　　金　正恩　閣下

　貴国は、１月６日に水爆実験を実施した旨の声明を発表しました。
　品川区は、1985年に非核平和都市品川宣言を行い、核兵器廃絶と恒久平和確立を全世界に
訴えてきました。
　核による放射能汚染は全人類、および地球環境にたとえようもない被害と苦難をもたらす
こととなります。
　ところが、貴国は、累次の国際連合安全保障理事会決議に反して、核実験を強行しました。
　この行為は、国際社会の平和と安全に対する重大な脅威となるもので、断じて許しがたい
ものであります。
　私たち品川区議会全議員は、貴国の暴挙に対し、厳重に抗議します。あわせて、貴国が世
界各国と力を合わせ、恒久平和の実現を目指されることを強く要請します。
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品川・生活者ネットワーク幹事長　　　　吉　田　ゆみこ

北朝鮮核実験に対する抗議文を送付しました


